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長崎大学文教キャンパス
総合教育研究棟3階 31番教室
〒852‐8521 長崎市文教町 1‐14

●  襲 用ロ
【アクセス】

」R長崎駅から
路面電車 「長崎駅前」

―(赤迫行き)

―「長崎大学前」下車

長崎バス 「長崎駅前」
→(1番系統「溝り|」 ,

「上床」,「上横尾」行き)

→「長崎大学前J下草
①

長崎空港から
県営バス「長崎空港 4番のりば」
→(昭和町・浦上経由長崎方面行き)

→「長大東門前 (1日 :長大裏門前)」 下車

象嚇、本鷲翻ぎ聾鸞幣鼈
国立歴史民俗博物館「総合資料学の創成と日本歴史文化|「

関する研究資源の共同利用基盤構築J平成
'9年

度全体集会

長崎大学は、この 4月 に人文社会科学系の新大学院

r多文化社会学研究科」を設置します。

また、日立歴史民俗博物館では、歴史資料の分野を

超えた分析・研究にもとづく新たな学問領域

「総合資料学」の創成に取 り組んでいます。

本シンポジウムは、長崎大学と日立歴史民俗博物館 との

包括連携協定の締結を記念 して、多文化社会学研究科 と

総合資料学の相互協力・創発的発展を期するものです。

各大学からの事例報告も交えつつ、

長崎大学と日立歴史民俗博物館の

連携について多方面から検討 します。

1030 開会 挨 拶  久留島浩 (国立歴史民俗博物館長)

第一部 総合資料学の成果と課題

10:45～ 趣旨説明 後藤 真 (日立歴史民俗博物館)

活動報告1「人文情報ユニット」

後藤 真 (国立歴史民俗博物館)

コメント 永崎研宣 (―般財団法人人文情報学研究所)

活動報告2「異分野連携ユニット」          ′
渋谷綾子 (日立歴史民俗博物館)

コメント 崎山直樹 (千葉大学)

活動報告3「地域連携・教育ユニットと資料防災」

天野真志 (国立歴史民俗博物館)

コメント 添田 仁 (茨城大学)

第二部 資料がつなぐ大学と博物館

1■35～  l 多文化社会学の未来

「長崎大学大学院多文化社会学研究科について」

首藤明和 (長崎大学)

「モノから見る多文化社会学」

事例■:木村直樹 (長崎大学) 事例2:野上健紀 (長崎大学)

1545～  ‖ 大学と地域歴史文化資料の調査・研究・展開

九州大学付属図書館付設教材開発センター

石 偉 (九州大学)

佐賀大学地域学歴史文化研究センター

伊藤昭弘 (佐賀大学)

la25～ コメント・ 討論

今村直樹 (熊本大学)

佐藤宏之 (鹿児島大学)

山内利秋 (九州保健福祉大学)

17:05 閉会挨拶 片峰 茂 帳 崎大学)総合資料学の創成
●お問い合わせ :メタ資料学研究センター

鳳p綿淵認鶏r鼎


